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A - 年刻成).一ーハ金精帏ノ處一一下ノ樣ナコトガ書イテアグ如チー热此 IIF^ の古名は樾帏なう和名抄に木枝相交 下 陰 
を樾とい ふと 云々されば五音相通じけるよ6していつしかき IJ - ら蛘 と轉 誤せるな6玆の山中に肉薇蓉多く生ず 
其く S むらの 名を もき ひら茸と 呼 6此蕈は藥品に して 能腎經を補助する もの 次れば とて 何ものか玆に陽物を祀 
うて 金精と稱し古名の樾を轉じてきむ らと唱 るよ$今は又轉誤して きむらのむ の音を^に替て鄗劣の 唱へを 詈 
る M と奖ふ べきに あらずや3れど名五音に通用する/〇とよ6起れ6』トア 〆 之レニ據レ >>?■ 金精脾ハ元卜樾帏卜 
云ツタ乇ノト見エル、ソシテ此樣一一きむらたけハ此樾カラ出夕きむら蛘一一生ズ，カラきむらたけ卜呼ブト言へ 
パ何モ別-一可笑シイコトハナイ然シ今ハ何レガ本當ダカ私-ーパ判ラヌ又おかさたけ幷二かた -. W - け/意味ハー向 
私一ーハ解シ得ナイガ或ハ鱗片ガ鱗次シタ其幼本ガ松毬-一似テ居 〆 カラ斯ク云フデハナカ p クカトモ思ス 
昔ノ多クノ本草家ハ此あにくヲ肉潢蓉卜云フ植物一一充テタ其ン故今 B デモ尙ホ之ヲ肉蓰蓉卜唱へ 〆 人ガア，又 
其レカラ轉訛シテにくじゅ、にくじゅゆ、にくじわう卜呼ブ人ガア y ガ然シ之ヲ其/樣-一唱フルハ實ハ間違ツー/ 
居 〆 元來肉浇蓉ハ本草綱目ナド-1出テ居ルー寄生植物ノ名稱デ亞細亞大隆ノ中部 一 I 產シテ固ヨ？我日本-ーハ之 
レヲ見ナイ、あにく卜同ジ樣二はまうつぼ科ニハ屬スルガ然シ全ク別ノ屬二屬シ Cistanche salsa Hemsl . (異名 
Phelipaea salsa C . A . MEY .) 卜云フ學名ヲ有スル、此肉硬蓉ノ事ハ追ツーブ詳シク記シテ見ヨウト思ツーブ居， 
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もみぢ即チかへで(此ンニ單二楓ノ字ヲ充ツルハ實/非デア，何トナレ V 楓/かへてノ類デハナイカラ： K 其葉 
ガ掌狀 -1 分裂シテ居リ從テ其葉脈ガ亦掌狀-1射出シク居，其天然ノ葉デハ其掌狀脈ハ左圖ノー ( 原圖)一一見ルヨ 
ウ-一其各脈ガ葉ノ基部ノー 點カラ發出シテ居ル即チ其葉ガ葉柄二著イーグ居，一點カラ出テ居，是 V U 畢狀 -1 分 
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裂セル葉ヲ有スル多種ノかへて類皆一様デアッテ其葉形ガ種々，一異ナ 
ッテ居ッテモ此點ハ昔相一致シテ居ル然，1一日本畫ノ晝家ノ描クもみ 
ぢハ上圖ノニ(原 圖)、三、四 (共.—尾 形 光琳ノ圖) 、五 (地 錦抄 ノ圖 ) -I 
示ス如ク其葉脈ガ葉ノ 基部 ヨリ大分上リシー點即チ葉/中央、 寄 リシ 
一點ヨリ四方二射出シテ居，若シソウナルト此葉ノ葉柄ハ其葉ノ下端 
二著クデナク其下端ヨリ大分這入リ込ンダ葉脈發出點 - I 著クノダカラ 
取リモ直サズのぅぜんはれんノ葉ノ様-一葉ノ下面-一葉柄ノ著ク樣ニナ 
リ植物 學上ノ 語 デ 言へ X 楣形ノ葉トナ，ノデアル然シ實際-ーハ決シテ 
コンナ葉脈 ノ 出方並一一 = r ンナ葉柄ノ著キ方ヲシテ居ル モノ/もみ ぢ類 
-1 ハー ツモ 無 イノデ 全デ是レハ 嘘ノ皮ヲ晝イタ 繪空事 デアル 近來每年 
開設-ーナル 文部省ノ展 覽會ナ ド-一 出陳シテアグ繪畫ヲ 見 テモ 7 P み ぢハ 
大槪 此樣ナ葉脈-一 畫イテ > J グ孰レ韦 チャント 極マッタ 鑄 型- 1 篏ッテ 
居 ルコウ 云フ コトカ ラ考フ，卜孰レ ノ畫家モ此最モ 普通 ニシテ然カモ 
頻々トシテ畫 中-一 收メラ，、もみぢノ葉ヲ實際ニヨク觀タコトガナイ 
卜見ヱ，換言 スレバチャント葉脈 マ デモ 能ク調ベタ 人ガ畫 家中-ー ナイ 
卜見 H 〆 今日以後 ハ 學校 デ相當 -1 植物學動物 學等ノ 博物 學ヲ學ンダ人 
々ガ繪 畫ヲ觀 ，御客 樣即ナ 鑑賞家-ーナ， ノダ カラ餘リ時世後 レノ 間違 
ッタ盡キ方ヲシテ居ッテ ハナ ラヌト 思フガ 畫家ノ 諸先生 達ハ何ント御 
考へカナ 
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凡ソ葉ヲ畫クーー其葉脈ノ眞髓ヲ寫スコト V 必要ナダハ葉ヲ少シデ乇學ンダ人ノ直チ11首首ス 〆 所デアグ此葉脈 
ノエ合- i ヨッテ其植物ガ何ンデア 〆 カノ特徵ガ表ぐ VV モンデ葉.ハタダ其圓イトカ_圓卜为：ノ外形ガ出來テ居 
ツタナラソレデヨイト云フモノデハナイ葉面—.現ごア居 〆 總テノ棄脈ハ葉一一對シテ實二重要ノ位置ヲ占メテ居 
ダモノデア，日本晝ノ晝家ガ草木ヲ描クトキー般1 i 此葉脈一一注意セズ.シ> 之ヲ邈視ス，姿ノアルノ/甚ダシキ 
缺點ノーツデアルト言、 v ネバナラヌ是レガ爲メ 1.1 折角丹誠ヲ凝ラシテ描イタ草木モ充分深キ印象ヲ觀客，一與へ 
ナイデ濟ムモノガ多イ葉脈ハタ，、其中脈ノ雨側へ單純 - 魚 v 骨式-一羽狀一 J 出テナへスンパ其レデヨイト云フモ 
ノデハナイ然シ B 本晝 -1 ハマタ其ノ樣-一何ノ思慮モナク畫イタモノガ極メテ多ク假令へパつばきノ葉ノ葉脈デ 
乇かきノ葉ノ葉脈デモ何レモ同ジ脈狀トナッテ：居，即チ其植物固有 ノ 脈狀ガ少シモ其葉二特現シ テ 居ナイ 私、ノ 
コンナ畫ヲ見 〆 タビ11 世 ノ晝家トイフモノハ年百年中斷ェ ズ物 v 形チヲ描キ房 〆 ノ-一拘ハラズ何ゼ此ン ナ分リ 
切ッタコトガー番先キーー氣ガ附カヌデアロウカト實一一其ンガ不思議デナラナイ然シ想ヒ la セ，ハ是レハ日本畫ノ 
僻トシ ー ブ晝ノ習 ヒ始メヨリ 實物カラ離レーグー種其流ノ型-一這 入 9込ムモノデア，方ラ其 レ故 局外者カラ見 〆 樣 
于公平ノ感ジガ少シモ起ラヌモノト見ェ, 

もみぢノ葉ガ枝二著クー | ぐ固！ n リ對生 デナ ケレパナラヌ又其各 對ノ葉 ハ 左右 交互二其一方 ノ葉ノ 葉柄ガ 短カイ 
是レハ 何故 デアル カ ト言フト此樣-1ナラナケレ X 其葉ハ互二相重ナ y 合フノ部分ガ出來テ其葉面ガ殘ル 隈ナク 
日光 ヲ受 ク 〆 -1 エ合ガ 惡ル イカ ラデアル然シ其 レ ガ 上- 1述ブ 〆 如ク實際交互- =■. 葉柄ガ短カイ モノデアルカラ其 
レガ爲メ -1 葉面ガ重ナダコトナシ-一頗ル都合ヨク相並ンデ居ぐコト上圖ノ六(原圖)ノ如クデアグ此事モ亦畫家 
ノ宜 シク 心得置クべキコトデア， 卜信ズ, 

かへでヲもみぢ卜呼ンデモ今ハー般二通ズ 〆 ガ實ハもみぢノかへてノ名デハナク樹ノ葉ガ赤ク又ハ黃色クナッ 
タモノヲ然力唱へ 〆 其中デかへでガ最モ優ッーブ居グカラ^みぢガ遂11 V 其樹名ノ樣一！ナッタノデアダ 



